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19 世紀後期に C.ジッテ 4)が，当時主流であった軸線崇拝・幾何学的秩序の崇拝に疑問を
投げかけ，中世都市の広場を再評価し，ピクチャレスクな景観の重要性を明らかにした．
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程が，明治 10 年（1877）に撤廃されると 5)，多くの外国人客が京都を訪れ，いち早くホテ
ル（安養寺塔頭跡の也阿弥ホテル）が営業されたこの山辺を訪ねた．さらに同じく安養寺
塔頭跡において，明治 10 年（1873）人工温泉が設けられ 6)，周辺に温泉街が出現するなど，













































 明治 23 年（1889）に琵琶湖疏水が完成し，平安遷都千百年紀年祭が催され，京都市が活
力を取り戻す 30 年間程がこの時期である(図２-２ 10))． 




























































































































































































図２-８ 洛中洛外図屏風 守護家本（『江戸時代図誌 京都』より） 
図２-11 『花洛名勝図会』の東山全図其一，二，三 
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■神楽岡地域の景観原形（３ -１）近世までの景観領域  
・ 社寺を中心とした領域構成
の把握  
・ 景観の原形像分析  
■数寄と住居の総合開発（３ -３）
■丘陵地間の新たな関係（３ -４）  




・ 創られた環境の分析  
・ 宗忠神社参道の意味を考察
・ 吉田山荘の景観とその志向を分析  
近代以降の景観領域  
近 代 前 に は 二 つ の 丘 陵 を
含 む 対 象 地 は ， ど の よ う
な環境だったのか 
近 代 の 宅 地 開 発 に 先 駆 け
て 行 わ れ た 先 行 開 発 は ，







































































２ 主要社寺の沿革  
 
 ここでは，神楽岡領域に関係する主要社寺にまつわる縁起を紹介する．主に，『京都市









































































































































れ る 2 3 )． こ の 道 の 原 形 は ， 昭 和 ４ 年
（1929）までの地形図には見られず，図
３-７ 24)の昭和 10 年（1935）の地形図に










































































































































































































































































































































































































道月報 51)は大正 15 年（1926）「吉田山荘の茶」の記事を掲載し，以後昭和六年頃まで頻
繁に催された茶会を伝えている．大正 15 年（1926）の秋には茸狩の茶会を催し 52)（「昨
年茸狩の茶に際して・・・」と記事中にある為，大正 14 年（1925）には既に使用していた
































































































図３-29 大正元年（1912）の吉田山周辺 図３-30 昭和 26 年（1951）の吉田山周辺 
 54

























茂 庵 庭 園  
現 茂 庵  









































 図３-33 茂庵庭園の地形（等高線１ｍ間隔）と苑路と平場の模式図（筆者作成） 
図 ７ 断












































④ ～ ⑥ ： 不 定 型 な 自 然 石 の
利用（破り） 
 
① は 道 の 左 右 で 高 度 が 異 な
る場合（写真左が高） 
② は 道 が 等 高 線 に 対 し て 垂
直に近いとき 
③は石段 
礫 の 石 垣  
セ メ ン ト  
御 影 石  土 と 苔  
御 影 石セ メ ン ト  
セ メ ン ト
石 垣  
石 垣
御 影 石

















105 110 100 
図３-37 田舎席周辺の平面断面図（筆者作成） 
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■浄土寺・鹿ヶ谷・若王子の景観原形（４ -１） 近世までの景観領域  
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・ 景観的な志向を考察  
■琵琶湖疏水分線建設の概要（４ -２）  
■文人界隈の形成（４ -３）  
・ 近代における琵琶湖疏水分線建設の
用途，目的の把握  
・ 疏水分線のルートと形状の把握  
・ 周囲の景観への影響を分析  
・ 同時期の都市計画的視点からの考察  




近 代 前 に 名 所 が 連 な っ て
い た 対 象 地 域 は ， 実 際 ど
のような景観だったのか 
近 代 の 宅 地 開 発 に 先 駆 け
て 行 わ れ た 先 行 開 発 は ，




■戦後の遊歩道整備（４ -４）  
・ 住人による事後的努力の把握  




























































































































































































































































































































































     （北向き，縦横同縮尺） 
図４-24 山に融和する霊鑑寺景観













































     のパース（メッシュは２ｍ間隔） 
図４-26 大豊神社の背景に迫る急斜面 
図４-28 光雲寺境内から東に向いた地形 

































図４-31 光雲寺の遣水庭園 図４-30 光雲寺境内の配置図 


























































































































































































































































































































図４-43 明治 28 年頃の琵琶湖疏水分線周辺 







































































































































は，現在の白川通にも電気軌道が開通した 45)．  
 104
 上記の都市計画の実施によって，浄土寺・鹿ヶ谷・若王子地域の市街地化は爆発的に進



















































































































































明治 35 年（1902） 53)  田能村直入（日本画家：1814-1907） 
大正５年（1916） 54)  橋本関雪（日本画家：1883-1945） 
大正９年（1920） 55)    住友春翠（実業家・数寄者：1865-1926） 
大正９年（1920）頃 56)   野長瀬晩花（日本画家：1889-1964） 
大正 13 年（1924） 57)    西谷啓治（宗教哲学者：1900-1990） 
大正 14 年（1925） 58)    和辻哲郎（哲学者：1889-1960） 
大正 15 年（1926） 59)    西川一草亭（華道家：1878-1938） 
大正末年か 60)       桑田善備（植物学者：1882-1981） 
昭和初期か        登内微笑（日本画家：1891-1964） 
昭和 11 年（1936）か 61)    石崎光瑤（日本画家：1884-1947） 
昭和 25 年（1950） 62)    吉井勇（歌人・劇作家：1886-1960） 



































































































































































































































 周知の通り，哲学者の西田幾多郎は，明治 43 年（1910）に京都帝國大学文学部哲学科に
赴任し，爾来京都帝国大学独自の学風の基礎を築いた 80)人物である．当初は現在の左京区





























































































けて実施され，口径 1350 ㎜の鋳鉄管の導水管が疏水分線に沿って敷設された 87)． 
その頃の疏水縁の実態は，「車の往来でこわされて歩きにくく，両岸の桜の樹も枯れるに
まかされ，ごみの投下によって疏水の水も濁り汚れて行くばかりだった 88)」といわれるほ

















に散策路を設けようと地域住人が運動を起こし 91)，結局昭和 44 年（1969）に，口径 1800mm
の導水管を疏水縁に埋設する工事が行われたという 92)．疏水縁を「昔のような散策道」に
したいという地元住民が「哲学の道保勝会」を立ち上げ陳情したものだった．工事は２期
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■円山時衆寺院  の景観原形（５ -１）  
■祇園社周辺の景観原形（５ -２）  
近世までの景観領域  
・ 山辺の文化と空間構成の分析  
・ 景観の原形像把握  
■近代化の動向（５ -３）  
■円山公園のデザイン（５ -４）
・ 公園成立と拡大の経緯を整理  
・ 都市との関係の変化を記述  
・ 公園整備前の空間的状況把握  
・ 植治のデザイン要点を抽出  






円 山 公 園 は 山 辺 の 近 代 化
の 中 で ， ど の よ う に 位 置
づ け ら れ ， ど の よ う に デ
ザインされたのか 
図５-３ 本章における議論の流れ 
■まとめ（５ -５）  
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図５-44 天保 11 年（1840）の祇園新町案内
鴨  川  




















































































































































































































































































































































































































（ こ の 後 ）
弓場，
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5 2 ) 今井育雄『日本名所図会全集 拾遺都名所図絵 全』（名著普及会，1975.5） pp.128-129 
5 3 ) 未詳『十国巡覧記』（『史料京都見聞記三 十国巡覧記』駒敏郎他，1991.11） p.134 
5 4 ) 前掲『在京日記』 pp.75-115 
5 5 ) 前掲『花洛名勝図会』 東山一ノ三十七 
5 6 )  前掲『都林泉名勝図会』 pp.248-251  
5 7 ) 前掲『在京日記』 pp.114-115  
5 8 )  前掲『京都市の地名』 p.202 
5 9 )  同書 p.196 
6 0 )  同上  
6 1 ) 『京都の歴史 第五巻』（京都市，1979.7） p.474 
6 2 ) 碓井小三郎『京都坊目誌 下京区之部坤』（『京都叢書第十五巻』京都叢書発行会，1935.1）
pp.298-299， 
6 3 ) 「祇園新地細見図」（『新撰京都叢書第十一巻上』臨川書店，1987.8） 
6 4 )  前掲『京都の歴史 第５巻』 pp.474-478  
6 5 )  「社領在家図」（『八坂神社文書 下』八坂神社社務所，1937.2） p.96 折り込み  
6 6 )  「松本源之助普請願書」（前掲『八坂神社文書  下』） pp.183-187 
6 7 )  前掲『円山應舉画集』 p.22  
6 8 )  前掲『花洛名勝図会』 東山一ノ三十三  
6 9 )  田中緑紅『なつかしい京都』（京を語る会，1957.12） p.9  
7 0 )  岩井武俊『京ところどころ』（金尾文淵堂，1928.11） p.186  
7 1 )  前掲『花洛名勝図会』 東山一ノ廿八  
7 2 )  前掲『都名所図絵』 pp.212-213  
7 3 ) 小野佐和子『江戸の花見』（築地書館，1992.4） p.89 
7 4 )  前掲『在京日記』 p.94  
7 5 ) 十返舎一九『東海道中膝栗毛』（『新編日本古典文学全集 東海道中膝栗毛』中村幸彦，凸版印
刷株式会社，1995.6）  p.397 
7 6 )  前掲『花洛名勝図会』 東山一ノ三十七-三十八  
7 7 )  「東山遊楽図屏風（高津家本）」（前掲『江戸時代図誌 京都２』） p.80-81  
7 8 )  「祇園櫻図  吉川觀方氏蔵」（『京華聚英』京都市史編纂事務局，1937.3）  
7 9 )  前掲『京都市の地名』 p.203 
8 0 ) 京都市編『史料京都の歴史 10』（平凡社，1987.3） p.179 
8 1 )  前掲『花洛名勝図会』 東山一ノ三十九  
8 2 ) 同書 東山一ノ四十一 
8 3 )  「境内御増加願」（『京都府庁文書』，京都府立総合資料館所蔵 社寺上地事件 8-39）  
8 4 )  「八坂神社境内外区別実測図」（前掲『京都府庁文書』 社寺境内外区別取調 42） 
8 5 ) 例えば『京師巡覧集』（1672），『都名所図会』（1780），『拾遺都名所図会』（1788），『花洛名勝
図会』（1854）などに真葛ヶ原の歌が掲載されている． 
8 6 ) 下絵は，『花洛名勝図会』（前掲 東山一ノ六） 
8 7 ) 白幡洋三郎『近代公園史の研究－欧化の系譜－』（思文閣出版，1995.3） pp.178-179 
8 8 ) 例えば「明治期の京都の風致景観行政に関する歴史的研究」（苅谷勇雅，『土木史研究第 11
号』，1991.6，p.15） 
8 9 ) 土井勉「京都市の公園形成史－第二次大戦前まで－」（『土木史研究第 11 号』1991.6）
pp.167-168 
9 0 ) 「京都円山公園成立前史」（丸山宏『造園雑誌 47(5)』1984，pp.7-12）を基に筆者作成 
9 1 ) 『京都市地図』（京都市参事会，1894）をもとに筆者作成 
9 2 ) 前掲『名勝地円山公園の沿革』 p.30 




京都の歴史 10』p.202）があるので，明治６年頃の開業かと思われる．  
9 4 ) 石田有年『都の魁』（石田木次郎出版，1883.1） 
9 5 ) 例えば明治 23 年（1890）発行の『改正新刻京都市郡名所新図』では円山一帯を「圓山温泉」
と紹介している． 
9 6 ) 菊池昌治『写真で見る京都今昔』（新潮社，1997.9） p.22 
9 7 ) 前掲『名勝地円山公園の沿革』 p.48 
9 8 ) 筆者による 2000.1.20 の中村楼当主へのヒアリング 
9 9 ) 前掲『なつかしい京都』 p.12 
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1 0 0 ) 前掲『なつかしい京都』 p.14 
1 0 1 ) 前掲『資料京都の歴史 10 東山区』 p.207 
1 0 2 )  ギャラリー・間『建築ＭＡＰ京都』（ＴＯＴＯ出版，1998.1） p.91  
1 0 3 ) 主に『京都の歴史』（前掲），『名勝地円山公園の沿革』（前掲），『京都市の地名』（前掲）な
どの文献に基づき筆者作成 
1 0 4 ) 前掲『写真で見る京都今昔』 p.22 
1 0 5 ) 「円山公園改良案」（「日出新聞」明治 45 年（1912）3 月 15 日） 
1 0 6 ) 前掲『名勝円山公園の沿革』をもとに筆者作成 
1 0 7 ) 杉田博昭『近代京都を生きた人々／明治人物誌』（京都書院，1987.4） pp.5-21 
1 0 8 )  「公園平面図 1/500」（京都市作成）及び，現地踏査を元に筆者作成 
1 0 9 ) 「都市計画図」（京都市都市計画局，1994）を元に筆者作成 
11 0 ) 山根徳太郎『小川治兵衛』（小川金三，1965.11） p.57 
111 ) 「円山公園改良案」（前掲「日出新聞」） 
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（ 影 響 範 囲 ）  
布石要素 
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1906 明治３９ 也阿弥ホテル火災 文科大学設立 文科大学設立
1907 明治４０ 人口４０万
1908 明治４１ 也阿弥ホテル閉業

























1924 大正１３ 都市計画区域における用途区域の指定 西谷啓治・鹿ヶ谷
1925 大正１４ 人口６８万人 和辻哲郎・若王子
1926 大正１５ 「吉田山荘の茶」（茂庵） 西川一草亭「去風洞」・浄土寺
1927 昭和２ 松ヶ崎浄水場建設 市立円山音楽堂が竣工 吉田山荘竣工（茂庵庭園） 疏水分水が上水用の給水路に























1970 昭和４５ 大阪万博 疏水縁散策路工事
1971 昭和４６
1972 昭和４７ 疏水縁散策路工事
「哲学の道」竣工
1973 昭和４８
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